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明るい選挙推進協議会推進委員・推進員の心得

明るい選挙推進協議会に期待される役割

～活動をしていく上での諸注意・お願い～
　明るい選挙推進運動の目的は、選挙が公正に行われ、選挙を私たち国民の意思が正しく政治に反映さ
せるものにし、民主主義の健全な発展を達成することです。
　ここでは、明るい選挙推進運動を担う推進委員、推進員の皆様が活動をしていくうえで注意すべき事
例について紹介します。
　明るい選挙推進運動は、選挙を浄化するために始まった一つの政治教育運動です。
　したがって、特定の政党、政策、候補者を支持したり、逆にそれらに反対したりする政治活動や選挙
運動とは、はっきり区別されなければなりません。
　次のような例はよく聞かれる質問です。

　明るい選挙推進協議会は、
　　①選挙違反のないきれいな選挙を行うこと
　　②有権者がこぞって投票に参加すること
　　③有権者が普段から政治・選挙への関心を持ち、政党や候補者を見る目を養うこと
　という３つの明るい選挙推進運動の目標を達成するため、これまで様々な活動を行ってきました。
　それらの活動に加え、今後、時代に即した新しい役割として、
　　①選挙事務への積極的な従事
　　②地域における投票制度の積極的な広報を担っていくことが期待されます。

Ａ：好ましくありません。明るい選挙推進運動は公平な第三者の立場で行う運動です。特定の候補者の
ための選挙運動をしながら、その選挙時の啓発活動に参加することは差し控えましょう。

Ａ：明るい選挙推進員としての活動は、公正かつ不偏不党でなければなりません。どんなに高潔な方で
あっても特定の候補者の推薦人になることは避けましょう。

Ｑ：特定の候補者の選挙運動員をしながら、その選挙の街頭啓発「ザ・イコット」に参加してもよい
ですか。

Ｑ：某候補者は、明るい選挙推進運動の趣旨を理解し、これに沿った選挙運動をしている人格者。明るい選
挙推進員を続けながら、このような候補者がいることをこの候補者の推薦人になって知らせたいのですが。

　次の活動についても、積極的に実施していただくようお願いします。
○期日前投票所や当日投票所の投票立会人等への従事
○自治会・町内会における投票制度に関する広報、アドバイス
　これらの活動には、「明るい選挙推進のためのハンドブック」を御活用ください。

目　次
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各選挙における投票率の推移  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 27

つぎの 4 つのグラフは、各選挙における横浜市の投票率のグラフです。
全国的に低下傾向にある投票率は、横浜市も例外ではありません。
今後も有権者の積極的な投票参加を推進していきましょう。

統一地方選挙

市 長 選 挙

注）第一回統一地方選挙
昭和22年４月５日 市長・県知事選挙
    ４月30日 市議会・県議会選挙

第二回統一地方選挙
昭和26年４月23日 市議会・市長選挙

４月30日 県議会・県知事選挙

各選挙における投票率の推移各選挙における投票率の推移

（数値は市議会選挙のもの）

（昭和50年まで統一地方選挙）

（平成8年以降の数値は小選挙区のもの）

（数値は地方区・選挙区のもの）

衆 議 院 選 挙

参 議 院 選 挙
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一部選挙の投票率について
　web上でもご覧いただけます。
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　鶴見区明るい選挙推進協議会では、明るくきれいな

選挙の実現を目指し、各種啓発事業を実施しています。

また、若年層に向けた、選挙・政治に対する意識向上

が求められていることから、若い世代に向けた選挙啓

発にも力を入れています。

　令和５年度は、４年ぶりに開催された三ツ池公園フェ

スティバルをはじめ、各種イベントで投票参加の呼びか

けや模擬投票を行うとともに、小中学生を対象とした

「標語コンクール」や、区内小中学校にてせんきょフォー

ラムを実施し、将来の有権者への啓発活動を行いまし

た。

　今後も引き続き、選挙への関心が高まるような啓発

活動を行ってまいります。

鶴 見 区

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年

５月～６月

５月～

12月

５月

８月

10月

令和６年

１月～２月

１月

推進委員総会

（書面開催）

鶴見区明るい選

挙標語コンクール

三ツ池公園フェ

スティバル

つるみ臨海フェ

スティバル

鶴見大学紫雲祭

せんきょフォーラム

明るい選挙推進

研修会

令和４年度の事業・決算報告及び、令

和５年度の事業計画を審議。

小中学生を対象に夏休み期間を利用して

選挙に関する標語のコンクールを実施し、

参加者全員にクリアケース、植物の種子、

自身の標語を入れたメッセージカードを 

配付。

最優秀賞

「小さな一票　鶴見を支える　大きな一

歩」

投票参加を呼びかけながら啓発物品を配

布。

ブースを出展し、実際の投票器材を使用

したキャラクター投票を実施。

紫雲祭において、紫雲祭実行委員会と

連携して、模擬投票（仮装コンテスト）

を実施。

区内小中学校にて、選挙についての講

演と模擬投票（給食選挙、みんなの地

球防衛大臣選出選挙）を実施。

推進委員及び推進員を対象に、横浜市会

と市庁舎低層部議事堂の見学会を実施。

参加人数・備考

応募総数：

643 点

参加者：

約 200 名

参加者：

約 360 名

参加者：

約 200 名

実施校：

２校

参加者：

15 名

▲

 せんきょフォーラム

▲ 三ツ池公園フェスティバル

▲ 標語コンクール表彰式

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

通年 イコットNEWS

発行

投票器材の貸出

協議会の機関紙として、実施事業の広

報や選挙関連情報を中心に掲載、発行。

区内の中学校・特別支援学校・大学に

投票器材貸出しを実施。

参加人数・備考

発行回数：

３回

貸出数：

７校
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　神奈川区明るい選挙推進協議会は、神奈川区選挙管

理委員会と連携・協力し、明るい選挙の推進、投票率

の向上に向けて、様々な啓発活動を行いました。

　若年層への啓発では、区内小学校、中学校及び高等

学校にて出前授業（せんきょフォーラム）を行いました。

参加した児童・生徒からは大変好評で、選挙に触れる

良いきっかけとなったようです。

　さらに、区民まつりや横浜ＦＣかながわ区民ＤＡＹ

といったイベントへの出店、啓発活動の報告を取り上

げたイコット通信を２回発行したほか、メモ帳、ドリ

ンクケース等の啓発グッズを作製しました。

　今後も、より充実した啓発活動を実施してまいりま

す。

神 奈 川 区

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年
４月

10月

10月

11月

12月

令和６年
１月

１月

２月

年２回
（令和５年12 月、
令和６年３月）

通年

横浜ＦＣ ＥＣＯ
パートナーＤＡＹ
への参加

神奈川区民まつ
りへの参加

横浜ＦＣかなが
わ区民ＤＡＹへ
の参加

横浜市立浦島丘中
学校での出前授業

明るい選挙推進
研修会

神奈川県立城郷
高等学校での出
前授業

私 立 浅 野 学園
高等学校での出
前授業

横浜市立神奈川中
学校での出前授業

イコット通信の
発行

区内小学校での
せんきょフォー
ラム

ブースにて啓発物品の配布を実施。

啓発ブースを出店し、有効票・無効票分
類ゲームや啓発パネルの設置等を実施。

特設ブースでの啓発物品の配布やイ
コット Jr. がピッチを周回し、選挙啓発
を実施。

選挙の仕組みを説明し、模擬投票を実
施。

推進委員・推進員を対象に横浜地方裁
判所の見学を実施。

神奈川県選挙管理委員会と合同で「選
挙と税金の意義」をテーマに講義し、
模擬投票を実施。

「政治活動と選挙運動」をテーマに講
義し、模擬投票を実施。

選挙の仕組みを説明し、開票体験を実
施。

啓発活動を推進委員・推進員向けに幅
広くお知らせするため、12 月と３月に「神
奈川区イコット通信」を発行。

区内小学校の児童を対象に、選挙の
仕組みを説明し、学校生活に関する
テーマで模擬投票を実施。

参加人数・備考

参加人数：
537人

入場者数：
約 11,057人

参加人数：
405 人

参加人数：
13 人

参加人数：
260 人

参加人数：
270 人

参加人数：
183 人

実施小学
校：11 校
参加人数：
843 人

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

通年 乳幼児健診向け
啓発 物品の 作
製・配布

選挙器材の貸出
し

啓発 物品の 作
製・配布

乳幼児の親世代に向けて選挙啓発に関
するデザインのウェットティッシュを作
製し、配布。

区内中学校・高等学校を対象に、投票
箱、記載台等の器材貸出しを実施。

啓発物品（メモ帳、ドリンクケース）を
作製し、区民まつりや自治会の行事で配
布。

参加人数・備考

作製数：
4,000 個

対象校数：
中学校６校
高等学校
２校

作製数：
メモ帳
1,500 個
ドリンク
ケース
500 個

▲

 横浜ＦＣかながわ区民 D ＡＹ

▲ 啓発物品

▲  小学校でのせんきょフォーラム（投票の様子）
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　西区では、明るくきれいな選挙の実現と投票率向上

のため各種啓発事業を実施しています。

　令和５年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大

も終息に向かい、区内イベントも再開し、当協議会も

積極的に参加いたしました。なかでも 11 月の区民まつ

りでは、野毛山動物園と共同でブース出展し動物選挙

を行い、御家族連れを中心として、幅広い年齢層の方々

に模擬投票を体験していただきました。

　その他にも、12 月には、ハマのウォーキングフェス

ティバルでネックストラップの配布や、３月には、み

なとみらい 21さくらフェスタ 2024 でイコット Jr. の

出演などを行いました。

　今後も推進委員・推進員の皆様と連携し効果的な啓

発活動に取り組みます。

西 区

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年

５月

11 月

12 月

令和６年

１月

３月

通年

定例会

西区民まつり

ハマのウォーキン

グフェスティバル

明るい選挙推進

研修会

みなとみらい 21

さくらフェスタ

2024

学校での生徒会

選 挙 等の実 践

啓発

明推協だより

啓発物品の作製

推進員委嘱、令和４年度事業実績及び

決算報告、令和５年度予算審議

野毛山動物園の動物選挙を行い、将来

の有権者を含めた区民に対して、模擬投

票を実施

参加者が使用するネックストラップに啓

発キャッチフレーズを印字して提供

選挙に関する意識を高めるために市会棟

を見学

イコットJr. がステージパフォーマンス及び 

パレードに参加

記載台や投票箱等の貸出し

推進委員・推進員向け機関紙の発行

啓発物品（啓発台紙入り絆創膏・液晶

クリーナー）

参加人数・備考

参加人数：

14 人

投票総数：

586 票

参加人数：

1,054 人

参加人数：

23 人

来場者数：

2,832 人

貸出数：

７校、

１団体

▲

 啓発物品

▲ 西区民まつり

▲  選挙器材の貸出
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　中区明るい選挙推進協議会では、今年度も様々な常

時啓発事業を実施し、投票率の向上を目指しました。

　春から秋にかけて「tvkかながわMIRAIストリート」

や中区民祭り「ハローよこはま」といった大規模イベ

ントに参加することで幅広い世代の方に選挙に触れ

ていただきました。

　また、小中学生に選挙の大切さを知ってもらうため

に行っている「中区明るい選挙推進作文コンクール」

では、728 作品という多数の応募作品の中から厳正な

審査の上で入賞作品を決定し、入賞者を対象とした表

彰式を行いました。

　この他にも投票器材の貸出しやせんきょフォーラ

ムの実施など、将来の有権者である若年層への働きか

けを重視した啓発事業を実施しました。

中 区

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年

５月

８月

11月

令和６年

１月

通年

tvk かながわ

MIRAI ストリート

なかくっこ自由研

究大作戦

中区民祭り

（ハローよこはま）

せんきょフォーラム

選挙器材の貸出し

中区明るい選挙 

推 進 作 文コン

クール

横浜公園・日本大通りで開催された「tvk

かながわ MIRAI ストリート」で模擬投票を

実施

区の事業「なかくっこ自由研究大作戦

2023」に参加し、模擬投票を実施

象の鼻パークで開催された中区民祭り 

「ハローよこはま2023」に参加

区内の中学校で「主権者教育アドバイ

ザーによる講義」を実施

（11 月22 日　港中学校）

区内の小学校で「給食選挙」を実施

（１月30 日　本町小学校）

区内の小中学校で、模擬選挙や生徒会

選挙などの用途で貸出し

区内在住・在学の小中学生を対象に、

選挙やまちづくりをテーマとした作文コン

クールを実施

参加人数・備考

参加人数：

519 人

参加人数：

15 人

参加人数：

1,043 人

参加人数：

16 人

参加人数：

40 人

貸出し数

小学校

１校

中学校

５校

イベント等

５件

計 11 件

応募件数

728 作品

入賞者 18 名

▲

 tvk かながわ MIRAI ストリート

▲ なかくっこ自由研究大作戦

▲ 作文コンクール表彰式

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

通年 明推協通信「イ

コットニュース」

の発行

推進員等への情報提供と、選挙啓発意

識の向上を目的とした機関紙の発行

参加人数・備考

発行回数：

年３回

（６月、11月、

３月）
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南 区

　南区明るい選挙推進協議会は、南区選挙管理委員会

と連携し、「きれいな選挙」「積極的な投票参加」の実現

を目指し、啓発活動を行っています。

　７月には、「明るい選挙映画会」を実施し、若年層と子

どもを中心とした層への選挙啓発を実施しました。

　３月には、「みなみ桜まつり」において、選挙ブースを

出展し、啓発パネルの展示や選挙器材を使用したマスコッ

トキャラクター投票、ボール投げゲームを実施し、当協議

会の周知及び投票参加を呼びかけました。

　その他にも、年間を通じて、小学校への出前授業と模

擬選挙を行うせんきょフォーラムや、市内中高校への選挙

器材の貸出しを行いました。

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年
６月、令和
６年１月

令和５年
７月

12 月

令和６年
２月

３月

通年

せんきょフォーラム

南区明るい選挙
映画会

推進員研修会

区内高校への啓
発活動

みなみ桜まつり

明推協だより発行

区内の２校で、選挙における出前授業と、
給食メニューや、「自分が校長になったら」
をテーマに、投票から開票までを経験する
模擬投票を実施。

南公会堂にて若年層（主に小さな子ども
を持つ親等）への啓発を目的として、ア
ニメ映画「ミニオンズ　フィーバー」と選
挙啓発アニメを上映。
また、選挙器材を使ったアンケートの実施
や、啓発物品を配布。

選挙や政治に関連する施設への見学会と
して、衆議院憲政記念館を見学。

低投票率の続く若年層向け啓発の一環
として、「未来をつくる投票ガイド」と題した
啓発パンフレットを作製し、区内の高校 
４校にご協力をいただき、高校３年生に配
布。

「みなみ桜まつり」において、記載台や
投票箱を使用したマスコットキャラクターの
人気投票や、ボール投げゲームを実施。
選挙ポスター掲示板型顔出しパネルを掲
示した他、参加者には啓発物品を配布。
また、大岡川沿いの桜並木に、選挙啓
発標語入りの「ぼんぼり」を掲出。

明推協の事業内容や活動報告を機関紙
にまとめ、推進委員及び推進員に年３回
発行し、ホームページにも掲載。

参加人数・備考

参加人数：
91 人

参加人数：
約 100 人

参加人数：
５人

配布数：
1,080 部

参加人数：
約1,000人

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

通年 啓発物品作製

選挙器材貸出し

啓発物品として、「まねっきー」のホログ
ラムシールを作製。

未来の有権者の選挙への関心を高めるた
めに、生徒会選挙等への選挙器材貸出
しを実施。

参加人数・備考

貸出し校
数：11 校

▲

 みなみ桜まつりの様子

▲ 推進員研修会での施設見学

▲ 南区明るい選挙映画会
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令和５年度の事業

　港南区明るい選挙推進協議会では近年、特に若年層

への啓発に力を入れています。

　令和５年度は、「高校文化祭への出展」「こうなん

子どもゆめワールドへの出展」「小学校でのせんきょ

フォーラム」「区内学校への選挙物品の貸出し」など

の活動を行いました。

　高校文化祭では、選挙時の候補者情報の集め方等を

まとめた動画ページの二次元バーコードを記載した

オリジナルトイレットペーパーを製作。クイズの景品

として配布し、好評でした。また、活動時の一体感向

上のため、区明推協オリジナルジャンパーを製作し、

推進員に着用いただきました。

　今後も、推進委員・推進員の皆さまとともに、明る

い選挙の推進に努めていきます。

港 南 区

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年

５月

９月・

10月

11月

11月～

２月

12月

年３回

港南区明るい選

挙 推 進 協 議 会

委員会

高校文化祭での

選挙啓発ブース

出展

こうなん子どもゆ

めワールドでの

選挙啓発ブース

出展

せんきょフォーラ

ム（小学校模擬

投票）

明るい選挙推進

大会・研修会

明推協だよりの

発行

令和４年度の事業報告および令和５年

度の事業計画等の審議。

区内の高校４校でのブース出展。選挙ク

イズと景品（オリジナルトイレットペーパー）

の配布。

子ども向け啓発パネルの掲示。実際の投

票箱を用いた選挙クイズ。

区内小学校にて選挙に関する授業およ

び給食メニューやデザートを決める模擬投

票。実際の選挙物品を使用。

令和5年度事業の進行状況発表。

横浜市選挙管理委員会事務局啓発係長

による講演（テーマ：横浜市が実施して

いる選挙啓発について）

推進委員、推進員および選挙管理委員

に向けた活動報告。令和５年度は、６・

10・２月発行。

参加人数・備考

参加人数：

19 名

参加人数： 

のべ 1,000

人以上

参加人数：

のべ 1,000

人以上

実施校数：

４校

対象児童：

364 名

参加人数：

19 名（選管

委員含む）

対象人数： 

48 名（選管

委員含む）

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

通年 啓発物品の製作

選挙機材の貸出し

推進員や事務局が活動の際に着用する

オリジナルジャンパーの製作。

区内学校の生徒会選挙等のための、投

票器材の貸出し。

参加人数・備考

実績：８校

▲

 こうなん子どもゆめワールドでのブース出展

▲ 区明るい選挙推進大会・研修会

▲ 高校文化祭へのブース出展
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　保土ケ谷区明るい選挙推進協議会では、将来の有権

者となる若年層への啓発と、地域による選挙啓発活動

の支援を中心に活動しました。

　若者向けの活動では、「ほどがやバンドバトル

2023」を開催しました。出演者には、バンド演奏の合

間に、選挙に対する想いを言葉や歌でアピールしても

らい、最も素晴らしいアピールをしたバンドには特別

賞を贈呈するなど、選挙啓発を意識した企画を行いま

した。

　また、地域の啓発活動への支援を目的として、ウエッ

トティッシュやメモ帳、絆創膏セットを作製しました。

区民まつりで配布したほか、地域のイベント等でも活

用いただいております。

保土ケ谷区

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年
５月

５月

９月

10月

11月

12月～
令和６年
１月

３月

定例会

ほどがや花フェス
タ　ブース出店

第一回企画運
営部会

ほどがや区民まつ
り　ブース出店

ほどがやバンドバ
トル

せんきょフォーラム

第二回企画運
営部会

（1）役員改選
（2） 令和４年度事業報告・収支決算報

告及び監査報告
（3）令和５年度事業計画及び予算案
（4）企画運営部会の募集について

計数機を使用したミニゲーム等を実施。

（1）企画運営部会長の選任について
（2） 地域啓発用及び区民まつり用の啓発

物品の作製について

キッズ投票（キャラクター選挙）等を実施。

青少年指導員協議会と共催で、高校生
によるバンド演奏会を開催。参加した高校
生バンドによる選挙啓発や選挙クイズなど
を実施。

区内の小学校６年生を対象に、各学校が
設定したテーマによる模擬選挙を実施。

（1） 地域啓発用及び区民まつり用の啓発
物品の作製について（報告）

（2） 令和５年度明るい選挙推進協議会事
業の活動について

参加人数・備考

参加人数：
18 名

参加人数：
９名

出演バンド
数：12 組
学生スタッ
フ：約 100
名（出演者
を含む）

実施校数：
６校
児童数：
約 480 名

参加人数：
９名

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

年３回

通年

「明推協だより」
の発行

選挙機材貸出し

（3） 令和６年度明るい選挙推進協議会事
業計画（案）について

推進委員、推進員向けの機関紙を発行。

区内の学校に生徒会選挙等での使用を
目的に、投票箱等の選挙機材の貸出しを
実施。

参加人数・備考

６月・11月・
３月

貸出校数：
８校

▲

 せんきょフォーラム（桜台小学校）

▲ ほどがや区民まつり

▲ 地域用啓発物品
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　旭区明るい選挙推進協議会では、「明るく

きれいな選挙の実現」と「区民の積極的な

投票参加の促進」を図るため、各種啓発活

動を実施しています。

　令和５年度においては、通年行っている

啓発活動の他に、若い世代を対象とした啓

発に力を入れて活動しました。小学６年生

を対象とした「旭せんきょフォーラム」で

は、例年よりも対象校を拡大して実施し、選挙に対する意識向上に

努めました。また、「新有権者」である高校３年生を対象とした啓

発イベントを新たに開催し、投票参加を呼びかけました。

　今後も推進委員、推進員の皆様と協力し、選挙に一人でも多くの

方に関心を持っていただけるような啓発活動を行ってまいります。

旭 区

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年
５月

10月

10月～
12月

令和６年
１月

旭区明るい選挙
推 進 協 議 会 定
例会議

旭ふれあい
区民まつり

せんきょフォーラ
ム

新有権者向けの
啓発
１　啓発物品の
配付

推員委員による定例会議を実施。
【主な議題】
１　役員選出
２　規約の一部改正
３　令和4年度事業報告及び決算報告
４　 令和5年度事業計画（案）及び予算

（案）
【開催日】令和5年5月29 日
【場所】旭区役所本館3号会議室

選挙に関するパネル展示及び模擬投票を
実施、啓発物品の配架。子育て世代の
投票率向上のため、お子様向けのイベン
トコーナーを設置。
【開催日】令和５年 10 月15 日（日）
【場所】旭区役所地下駐車場

選挙に対する理解・関心を深めることを目的
として、区内の小学 6 年生を対象に、身
近な話題をテーマにした模擬選挙を実施。

【開催日・実施校】
１　令和5年10月19日　川井小学校
２　令和5年11月2日　中尾小学校
３　令和5年11月10日　さちが丘小学校
４　令和5年11月16日　笹野台小学校
５　令和5年12月7日　中沢小学校

区内全７校の高校３年生に新有権者向
けパンフレットとともに、選挙啓発オリジ
ナルクリアホルダーを配付。

参加人数・備考

参加人数
推進委員：
10 名

参加人数
推進員：
８名
来場者：
約 500 名

参加児童数
１  川井小学
校：64 名
２  中尾小学
校：49 名
３  さちが丘小
学校：111 名
４  笹野台小
学校：85 名
５ 中沢小学
校：98 名

配布数
約 1,600
名

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

２月

通年

２　高校生向け
選挙啓発イベント

（初開催）

選挙機材・物品
の貸出し

イコット通信の発行

新有権者である高校３年生を対象に、選
挙制度に関する講義、また、架空の市
の市長選挙を題材に模擬選挙を実施。

【開催日・実施校】
　令和6年2月16 日　星槎高等学校

区内の高等学校・中学校の生徒会選挙
時に投票箱・記載台等の選挙機材や腕
章・たすき等の選挙運動用物品の貸出し
を実施。

推進委員・推進員への情報提供や推進
員相互の連帯意識の向上を図るため機
関紙「あさひイコット通信」を発行。

参加人数・備考

参加生徒数
130 名

貸出し学
校数
12 校

発行回数
年3回

▲

 せんきょフォーラム

▲ 旭ふれあい区民まつり

 啓発物品 

▲
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　磯子区明るい選挙推進協議会では、若年層啓発を中

心に活動を行っています。　

　９月に開催された磯子区民まつりでは、選挙に関す

るクイズの出題を行い、約 1,300 人の方々にご参加い

ただきました。啓発物品として、選挙を身近に感じて

いただけるよう、日常的に使用できるカトラリーセッ

ト及びボールペンを作製しました。

　１月には、「選挙に行こう！こども映画会」を開催

し、マスコットキャラクターを選ぶ投票体験をしてい

ただきました。当選したデザインを使用した啓発物品

を令和６年度に作製予定です。また、令和５年度か

ら投票箱やマスコットキャラクターと写真が撮れる

フォトスポットを新たに設置しました。

磯 子 区

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年

５～６月

６月

９月

令和６年

１月

３月

せんきょフォーラ

ム

磯子区明るい選

挙 推 進 協 議 会

定例会議

磯子区明るい選

挙推進研修会

磯子まつり

選挙に行こう！

こども映画会

磯子区明るい選

挙 推 進 協 議 会

定例会議

区内の小学校で、選挙に関する講義と、

給食のメニューや学年レクの種目を決

める模擬選挙を実施。

【実施校】

・杉田小学校

・洋光台第四小学校

・浜小学校

令和４年度の事業・決算報告、令和５

年度の事業計画・予算案及び規約改正

についての審議。

明るい選挙推進協議会の歴史・役割に

ついての講演と、磯子区明るい選挙推

進協議会の活動報告を実施。

区民まつりに防災担当と合同でブース

を出展。選挙と防災に関するパネル展

示とクイズの出題を行い、参加者に啓

発物品を配布。

マスコットキャラクターを選ぶ投票体

験と選挙啓発動画の上映後に、映画

「かがみの孤城」を上映。

令和５年度の事業・決算報告、及び令

和６年度の事業計画・予算案について

の審議。

参加人数・備考

参加人数：

計 239 人

推進委員：

20 人

推進委員・

推進員：

53 人

参加人数：

約1,300人

参加人数：

約 100 人

書面開催

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

通年 生 徒 会 支 援 事

業

明推協だより発行

区内の中学校・高等学校に選挙器材

の貸出し。

推進委員・推進員を対象に、事業計画

や活動報告、選挙結果等を掲載した機

関紙を年３回発行。

参加人数・備考

学校数：

中学校 7 校

高等学校 1 校
▲

 せんきょフォーラム

▲ こども映画会　マスコットキャラクター投票

▲ カトラリーセット（啓発物品）
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　金沢区明るい選挙推進協議会では、「若い世代に選

挙について関心を持っていただくために…」をメイン

テーマに、啓発活動を企画・実施しています。

　令和５年度は横浜市立金沢高等学校文化祭「金高

祭」、横浜市立大学「浜大祭」、金沢まつり「いきい

きフェスタ」にブースを出展し、選挙に関するキャラ

クターの人気投票を行いました。

　また、将来の有権者である中学生に向けた主権者教

育として、「せんきょフォーラム」を、毎年開催して

います。令和５年度は市立富岡東中学校で落語家によ

る講演会を行いました。

　この他にも、区内各学校への出前授業や選挙器材の

貸出しなどを行い、若い世代の政治・選挙に対する意

識向上を目指し活動しています。

金 沢 区

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年
９月

10月

11月

12月

令和６年
１月

横 浜 市 立 金 沢
高等学校文化祭

「金高祭」への
ブース出展

金沢まつり「いき
いきフェスタ」へ
のブース出展

横 浜 市 立 大 学
「浜大祭」への
ブース出展

せんきょフォーラム

選挙クイズ

金沢区明るい選
挙推進委委員・
推進員研修会

高校生の選挙に対する意識向上を図るた
め、横浜市立金沢高等文化祭「金高祭」
にブースを出展し、選挙に関するキャラク
ターの人気投票、選挙啓発パネルの掲示
を実施。来場者には選挙啓発物品を配布。

明るい選挙推進協議会の活動を広く区民に
周知するため金沢まつり「いきいきフェスタ」
にブースを出展し、選挙に関するキャラクター
の人気投票、選挙啓発パネルの掲示を実
施。来場者には選挙啓発物品を配布。

大学生の選挙に対する意識向上を図るた
め、横浜市立金沢高等文化祭「金高祭」
にブースを出展し、選挙に関するキャラク
ターの人気投票、選挙啓発パネルの掲示
を実施。来場者には選挙啓発物品を配布。

将来の有権者である中学生を対象に講
演会を開催。
会場：横浜市立富岡東中学校
演題：「そうだ、投票に行こう！
～笑い溢れる、明るい未来～」
講師：桂　三四郎（落語家）

区民の選挙に対する関心を高めるため、
「広報よこはま金沢区版」及び区役所Ｈ
Ｐに選挙に関するクイズを掲載、正解者
に抽選で啓発グッズを贈呈。

選挙啓発に対する意識の向上を目的に、
横浜市会議事堂の見学会を実施。

参加人数・備考

参加人数
602人

参加人数
1,604人

参加人数
500人

参加人数
全校生徒
426人

応募者数
23人

参加人数
10人

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

通年 明推協にゅうす
の発行

選挙出前授業

選挙器材貸出し

推進委員及び推進員向けに事業に関す
る情報提供や意識向上を目的に機関紙
を発行（年３回：７月、12月、３月）。

区内小・中・高等学校を対象に選挙の
重要性や関心を高めるため、出前授業を
実施。

生徒の選挙への関心を高めるため、区内
学校で行われる生徒会役員選挙等に選
挙器材を貸出し。

参加人数・備考

実施校数
中学校 :１校
高等学校 :１校

貸出し件数
小学校 :１校
中学校 :10 校
高等学校：１校
特別支援学校：
１校

▲

 金沢まつり「いきいきフェスタ」での啓発

▲ 落語家による講演（せんきょフォーラム）

▲ 選挙出前授業の様子
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港 北 区

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

通年 選挙器材の貸出
し

イコット通信

本物の選挙器材に触れ、選挙を身近に
感じてもらうため、小中高校の児童・
生徒会選挙等に際し、選挙器材を貸し
出し。

協議会の活動内容や選挙のお知らせな
ど、推進委員・推進員への情報提供を
目的とした機関紙を発行。区ホーム
ページにも掲載、周知。

参加人数・備考

貸出実績：
14 施設

発行：
８月、１月
の２回

　港北区では、若者の投票率向上につなげるため、小

中高生の参加・体験型事業に力を入れています。令和

５年度は、大人になっても「選挙へ行こう」という気

持ちを持ち続けてほしい。そんな思いから、18 歳の

未来の自分に投票の大切さを伝える設定でメッセージ

カードを作るコンテストを企画し、総数 423 点もの

応募をいただきました。さらに作品を公共施設、駅、

ショッピングモールで巡回展示し、広く一般の有権者

にも紹介し、その様子は地元新聞に取り上げられまし

た。

　今後も学校や地域の皆様と連携を図り、若者の興味

や関心に応えながら、投票参加につながる啓発事業を

展開していきます。

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年
５月

７月

11月

11月

通年

定例会議

メッセージカード
コンテスト

（将来の有権者
向け啓発事業）

推進研修会

ふるさと港北ふ
れあいまつり

せんきょフォーラム

令和４年度の事業報告、５年度の事業
計画等について審議。

小中高生を対象に、選挙権を得る 18 
歳の未来の自分に向けて、投票参加の
大切さを伝えるポストカードを募集。
優秀作品を区内施設で巡回展示。

明るい選挙推進運動への意識の高揚及
び政治・選挙に関する自身の知見を深
めるため、推進委員及び推進員を対象
に研修を実施。
講師　： 慶應義塾大学 SFC 研究所上

席所員 西野 偉彦 氏
テーマ： 地域において投票率をどう向

上するか

横浜アリーナで開催されたふるさと港
北ふれあいまつりに、実際の投票箱や
記載台を使って投票を体験するキャラ
クター選挙のブースを出展。

若年層に主権者としての理解を深めて
もらうため、グループワークなどの出
前授業や模擬投票を実施
・駒林小学校（６年生 80 人）
　模擬投票：運動会で着る法被
・太尾小学校（６年生 124 人）
　模擬投票： 校長先生に授業してもら

う教科
・樽町中学校（２年生 24 人）
　出前授業： 選挙管理委員会の職業体

験

参加人数・備考

推進委員：
14 人

参加校数：
６校
応募総数：
423 点

参加人数：
40 人

来場者数：
1,000 人

実施校数：
３校
参加人数：
延べ 228
人

▲

 せんきょフォーラム（駒林小学校）

▲ メッセージカードコンテスト巡回展示

▲ 推進研修会
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　緑区明るい選挙推進協議会は、区民に政治や選挙への関心を高めてもらうことを主な目的として活動しています。

　令和５年度は、2027 年国際園芸博覧会 1200 日前イベントとして開催されたミドリンマルシェに啓発ブース

を出展し、「緑区役所にお花を飾ろう選挙」

を実施しました。

　また、森の台小学校にて、６年生を対象

に選挙に関する出前授業を実施しました。

　霧が丘学園中学部では、３年生を対象に

主権者教育アドバイザーを講師に招き、せ

んきょフォーラムを実施しました。

　鴨居桜まつりでは、選挙啓発ブースを出

展し選挙器材の展示等実施しました。

　今後も、推進委員・推進員の皆様と連携

して効果的な啓発活動に取り組んでまいり

ます。

緑 区

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年

12月２日

令和６年

２月

３月

通年

ミドリンマルシェ

出展

出前授業

（森の台小学校）

せんきょフォーラム

（霧が丘学園中

学部）

鴨居桜まつり

イコット通信の発行

選挙器材の貸出し

啓発物品の作製

2027 年国際園芸博覧会 1200 日前イ

ベントとして開催されたミドリンマルシェに

啓発ブースを出展。明推協推進員の協

力のもと選挙器材を用いて、「緑区役所

にお花を飾ろう選挙」を実施。

６年生を対象に、「選挙とは何か」「どの

ような経緯で 18 歳から投票できるように

なったのか」などの説明および選挙器材

の展示を実施。

３年生を対象に、主権者教育アドバイ

ザーを講師に招き、「政治とは何か」「社

会や政治と自分たちの身近な関わり」な

どをテーマにワークショップ形式で実施。

鴨居桜まつりに啓発ブースを出展。

明推協推進員の協力のもとシールアン

ケートおよび選挙器材の展示を実施。

明推協推進委員、推進員を対象とした

機関紙を発行し、各事業の告知や報告

を実施。

区内の学校を対象に、投票箱や記載台

等の選挙器材の貸出し。

啓発物品として、フリーザーバッグ、色

鉛筆、投票方法などを印刷したノートブッ

ク、ハンカチタオルを作製。

参加人数・備考

投票者数：

699 人

参加人数：

110 人

参加人数：

80 人

来訪者数：

400 人

発行回数：

３回

貸出し校

数：８校

▲ 鴨居桜まつりでの啓発ブースの様子

▲ 霧が丘学園中学部でのせんきょフォーラムの様子

▲

 森の台小学校での出前授業での様子



令和５年度の事業

15

青 葉 区

　青葉区明るい選挙推進協議会は、「明るくきれいな選挙の実現」と「投票参加意識の向上」を目指し、「若年

層啓発」を中心とした活動を行っています。

　具体的な取り組みとして、小学６年生を対象とした「せんきょフォーラム」、中学生を対象とした「青葉区

明るい選挙推進作文コンクール」のほか、高校文化祭にてブース出展を行いました。

　区民まつりでは、小さなお子様にも楽しんでいただける輪投げ、選挙を実際に体験していただく模擬投票を

行い、保護者の方には「投票率が低いと言われる原因」についてアンケートを取りました。

　今後も推進委員・推進員の皆様と協力し、投票参加につながる啓発活動に取り組んでまいります。

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年
５月

６月

６、７、２月

７月

７月～11月

９月

青葉区明るい選挙
推進協議会定例会
議

推進員委嘱式、
推進委員・推進員
研修会

企画・運営チーム
会議

出前授業・模擬投票

青葉区明るい選挙
推進作文コンクー
ル 2023

高校文化祭への参
加

令和４年度事業実績 ･ 決算報告及び令和５年
度事業計画 ･ 予算審議等を実施。
開催日：令和 5 年 5 月29 日（月）
場所：青葉区役所

青葉区明推協推進委員及び推進員の改選に伴
い、推進員の委嘱式を行い、同日に研修会とし
て「明るい選挙と投票率の向上を目指して」と
いうテーマで講義を実施。
開催日：令和 5 年 6 月14 日（水）
講師： 横浜市選挙管理委員会選挙課長　廣澤宣幸

明推協事業実施に際して、推進委員・推進員
の中で希望者を募り構成されたチームが主体の
会議。
①明推協の活動方針確認、②せんきょフォーラ
ムの実施、③作文コンクールの実施、④高校
文化祭の参加、⑤区民まつりの企画内容等に
ついて、意見交換を実施。

（１）第一回開催
開催日：令和 5 年 6 月21 日（水）
場所：青葉区役所

（２）第二回開催
開催日：令和 5 年 7 月25 日（火）
場所：青葉区役所

（３）第三回開催
開催日：令和 6 年 2 月14 日（水）
場所：青葉区役所

たまプラーザ地域ケアプラザにて、「投票用紙の
素材について」をメインに講義を実施。
開催日：令和 5 年 7 月23 日（日）

選挙や政治・社会について関心を持ってもらうと
ともに、選挙に対する区民の意識を高めることを
目的として、区内の中学校に通学する中学生を
対象とした作文コンクールを実施。
計 107 作品より8 作品が入賞。

青葉区明るい選挙推進協議会としてブース出展
をし、模擬投票を実施。その他、ポスター掲示
場顔はめパネルの設置、ペーパークラフト作製
コーナー設置、啓発物品の配付を実施。
開催日：令和 5 年 9 月9 日（土）
開催場所：県立市ケ尾高等学校

参加人数・備考

参加人数：
８名

（推進委員）

参加人数
57 名

（推進委員・
推進員）

参加人数
（１）９名
（推進委員・
推進員・青
選管事務室）

（２）14 名
（推進委員・推
進員・青選管
事務室・市選
管事務局・イ
コプロ・桐蔭
学園高校生）

（３）８名
（推進委員・
推進員・青
選管事務室）

参加人数：
38 名（区内在住小
学生以上と保護者）

参加人数：
107 名

（区内中学
校在学生）

参加人数：
14 名

（推進員・
事務局・イ
コプロ）

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

11月

通年

青 葉 区 民まつり
2023

せんきょフォーラム

イコット通信の発行

投票器材貸出し

啓発物品の作製

青葉区明るい選挙推進協議会としてブース出展
をし、選挙に関するクイズや輪投げ、模擬投票
を実施。さらに、区民まつり会場内で来場者に
「投票率が低いと言われているのはなぜだろう？」
というテーマでアンケートを実施。
開催日：令和 5 年11月3 日（金・祝）

将来の有権者である小学６年生を対象に、選挙
への関心や知識の向上を目的として、出前授業
と模擬投票を６校で実施。
授業は青葉区選管事務室職員が講師となって行
い、先生が主体となって模擬投票を行った。また、
投票に参加したという実感を持ってもらうために、
選挙啓発マスコットをデザインしたオリジナルの投
票証明書を参加者全員に配付。
＜実績＞

（１）令和5年6月20日（火）市ケ尾小学校
（２）令和5年7月18日（火）美しが丘東小学校
（３）令和5年9月12日（火）桂小学校
（４）令和5年11月22日（水）藤が丘小学校
（５）令和5年12月12日（火）黒須田小学校
（６）令和5年12月19日（火）山内小学校

選挙啓発活動の周知を行うため、明推協の事
業紹介や選挙結果報告等を掲載した機関紙を
発行し、推進委員及び推進員への送付や、青
葉区明るい選挙推進協議会のホームページへの
掲載を実施。
発行回数：年 3 回

（令和 5 年 6 月、11 月、令和 6 年 3 月）

選挙についての理解を深め、親しみを持ってもら
うため、生徒会役員選挙等で、区内の中学校・
高校に投票箱や記載台等の貸出しを実施。

常時啓発の物品として、トートバッグ、アクリル
キーホルダー、ステッカーを作製。

参加人数・備考

参加人数：
30 名

（推進員・
事務局・
イコプロ）

参加人数
（１）134 名
（２）81 名
（３）61 名
（４）91 名
（５）82 名
（６）96 名

貸出し実績：
15 件

（中学校：
12 件
高等学校：
２件
特別支援
学校：１件）

高校文化祭
等のイベン
ト、青葉区
役所窓口で
配布。

▲ せんきょフォーラム ▲ ペーパークラフト作製（高校文化祭） ▲ 作文コンクール表彰式
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都 筑 区

　都筑区明るい選挙推進協議会では、明るくきれいな

選挙の実現と投票参加意識の向上を目指して各種啓発

事業を行っています。

　都筑区明るい選挙推進協議会の特徴は、区内 15 の

地区に「地区協議会」を設けている点で、代表の推進

委員を中心に、各地区で企画した活動を実施してもら

うことで、地域に密着した啓発を実現しています。

　令和５年度は、４年ぶりに「都筑区民まつり」で選

挙啓発ブースを出展しました。その他、各地域での小

学校出前授業（せんきょフォーラム）など、若年層へ

の啓発活動にも積極的に取り組みました。

　引き続き推進委員・推進員のみなさまのご協力のも

と、様々な活動に取り組んでまいります。

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年

５月

６月

８月

11月

令和６年

３月

通年

都筑区明るい選挙

推進協議会会議

都筑区明るい選

挙推進大会

明推協 PR 事業

都筑区民まつり

での啓発

「めいすい通信」

の発行

「明推協だより」

の発行

せんきょフォーラム

前年度実施事業の振り返り及び決算報告、

令和５年度事業計画について協議、決定。

令和５年度事業計画を推進委員及び推

進員に共有し、決議文を採択。

横浜市選挙管理委員会の廣澤課長が講

師となり、「横浜市の明るい選挙推進協議

会の活動について」と題した研修を実施。

センター南駅前すきっぷ広場にて開催され

た「星空のコンサート」に協賛し、来場

者へ明推協の PR 活動を実施。

選挙に関するクイズを出題するブースを出

展し、来場者に向けた啓発を実施。

明推協の活動を地域の方へ PR するた

め、各自治会・町内会に回覧する広報

誌を発行。

推進委員・推進員を対象として、明推協

事業の紹介や活動報告等を記載した機

関紙を発行。

発行回数：年３回

（令和５年６月、11 月、令和６年３月）

都筑区内の小学６年生を対象として、選

挙に関する講義や身近なテーマに絡めた

模擬投票を実施。

参加人数・備考

参加人数：

18 人

参加人数：

60 人

参加校数：

５校

参加児童数：

計 491 人

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

通年 地区協議会事業

選挙器材貸出し

地域の夏祭りでの啓発など、地区協議会

ごとに企画した活動を実施。メモ帳等の

啓発物品を各地区に配付し啓発に活用。

都筑区内の小、中及び高等学校に向け

て選挙器材の貸出しを実施。

参加人数・備考

貸出校数：

８校

（中学校７

校、高等

学校１校）

▲

 せんきょフォーラム

▲ 星空のコンサート

▲ 都筑区明るい選挙推進大会
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　戸塚区明るい選挙推進協議会は、明るい選挙の実現

と区民の積極的な投票参加を目指し、３部会に分かれ

て各種啓発活動を行っています。

　戸塚ふれあい区民まつりではキャラクター模擬投票

を実施し、家族連れを中心に多くの方にご参加いただ

きました。また、推進委員・推進員を対象に、より選

挙に対する知識を深める研修会を実施しました。さら

に、今年度から新たな取組として区内大学へ選挙ブー

スを出展し、特に投票率の低い 20 代をターゲットに

した啓発を行いました。

　そのほか、区内の学校へ生徒会選挙等のための投票

機材の貸し出し、出前講座を行うなど若年層への啓発

にも取り組んでいます。

戸 塚 区

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

通年 明推協通信

実際の投票機材を使用し投票事務、開

票事務の職業体験を実施。

令和 5 年 11 月：深谷中学校

推進委員・推進員向けの明推協の機関

紙を年 3 回（7月・12月・3月）発行。

参加人数・備考

深谷中学校：

2年生2名

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年

５月

11月

令和６年

１月

通年

戸塚区明るい選

挙推進協議会総

会

戸塚ふれあい区

民まつり（第１事

業部会）

湘南医療大学大

学祭（第２事業

部会）

明推協推進員等

研修会（第３事

業部会）

『未来の有権者』

育成事業

せんきょフォーラム

全推進委員・推進員を対象とした総会。

令和４年度の事業実績と収支決算報告

及び令和５年度の事業計画と収支予算

について審議、決定。

模擬投票や啓発物品の配布を行う選挙

啓発ブースの出展。

選挙意識に関するシール投票や若い世代

に活用いただきたい選挙制度の紹介を行

う選挙啓発ブースの出店。啓発物品の

配布。

推進委員・推進員を対象に、「選挙のバッ

クヤード　選管職員の仕事＋皆様から頂

いた質問にお答えします！」をテーマとした

集合研修を実施。

区内小学校・中学校・高校を対象に、

生徒会選挙等でより実際に近い選挙を体

験してもらうために、投票箱や記載台等

の機材貸出しを実施。

小学校に出向いて行う、選挙に関する出

前講座を実施。

令和 5 年 5 月：舞岡小学校

令和 6 年 1 月：平戸台小学校

参加人数・備考

来場人数：

1,365 人

来場人数：

149 人

参加人数：

29 人

貸出し校数：

10 校

舞岡小学校：

6年生56人

平戸台小学校：

6年生33人

▲

 湘南医療大学大学祭への出展

▲ 深谷中学生徒による職業体験

▲ 明推協推進委員等研修会
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　栄区明るい選挙推進協議会では、「明るい選挙の実現」

と「区民の積極的な投票参加の促進」を目指して、各種

事業を実施しています。

　栄区民まつり及び神奈川県立柏陽高等学校文化祭で

は、選挙啓発ブースを出展し、投票体験の実施や選挙

啓発パネルの展示等を行いました。

　横浜市議会棟にて実施した施設見学研修会は二部構

成とし、第一部では、本会議場の傍聴席にて活動報告

や推進員の役割を確認しました。第二部では、本会議

場や委員会室などを見学し、議会の仕組みや選挙の重

要性について確認しました。

　また、令和５年度は新たな試みとして、栄区明るい選

挙推進協議会の推進員向けの動画の作成と若年層及び

小学生向けのリーフレットを作成しました。

栄 区

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年

７月

９月

11月

１月

９月

11月

令和６年
１月

３月

３月

せんきょフォーラム

柏陽高校文化祭
ブース出展

栄区民まつりブー
ス出展

施設見学研修会

推進員向けの動
画作成

若 年 層 及び 小
学生向けのリー
フレット作成

区内小・中学校を対象に選挙出前講座
を実施。

横浜市立庄戸小学校

横浜市立西本郷小学校

横浜市立本郷小学校

横浜市立桂台小学校

投票体験及び計数機を用いた投票用紙
の 100 枚あてゲームの実施、選挙啓発
パネルの展示。

投票体験の実施及び選挙啓発パネルの
展示。

横浜市議会棟にて施設見学会を実施。

明るい選挙推進運動・協議会の歴史・
役割や推進員の心得等について説明した
動画を作成。

区内の年齢別投票率や投票の流れ、様々
な選挙制度について紹介するリーフレット
を作成。

参加人数・備考

参加人数：
44 人

参加人数：
84 人

参加人数：
104 人

参加人数：
60 人

来場者数：
529 人

参加人数：
985 人

参加人数：
19 人

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

通年 啓発物品作製・
配布

選挙器材貸出し

イコット通信の発
行

選挙啓発用風船、選挙啓発用名入れ鉛
筆を作製・配布。

区内の学校で実施される生徒会選挙に際
し、選挙器材の貸出しを実施。

協議会活動の周知・組織の連携を図るこ
とを目的として発行。

参加人数・備考

貸出し実
績：６件

頻度：３回

▲

 せんきょフォーラム

▲ 若年層及び小学生向けリーフレット

▲ 明推協推進員向け動画
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泉 区

　泉区明るい選挙推進協議会では、若年層を中心に幅

広い世代に向けて、選挙に対する関心を高めてもらえ

るよう啓発活動に取り組んでいます。

　令和５年度は、小学生・中学生・高校生の各年代に

応じた啓発リーフレット・クイズの配付や、小学６年

生を対象とした投開票体験の実施等、若年層へ向けた

啓発活動を幅広く行いました。

　さらに、「泉区民ふれあいまつり」へのブース出店

や「明るい選挙のわいわいファミリーフォーラム」の

開催等、若年層のみならず、様々な年代の方が楽しみ

ながら選挙に触れることができる啓発活動を実施しま

した。

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和５年
４月

６月

７月

８月

９月

10月～
11月

11月

定例委員会

小学生向け啓発
リーフレット「せ
んきょフォーラム」
の発行

明るい選挙推進
研修

明るい選挙のわ
いわいファミリー
フォーラム

「あと３年」クイ
ズの発行

高校文化祭への
ブース出展

泉区民ふれあい
まつりへのブース
出店

令和4年度事業報告、令和4年度決算
報告、令和4年度会計監査報告、令和
5年度事業計画案・予算案の審議・決定。
場所：泉区役所

区内小学校の6年生を対象とした、投
票の仕方等を学べる啓発リーフレットの作
成・配付。

「明るい選挙推進協議会の活動と最近の
選挙における投票率について」をテーマ
にした、市選挙管理委員会事務局啓発
係長による講義の実施。
場所：泉区役所

選挙啓発動画及び映画「ミニオンズ 
フィーバー」の上映、選挙に関するパネ
ルや投票器材の展示。
場所：泉公会堂

区内中学校及び戸塚区汲沢中学校の３
年生を対象とした、市選挙管理委員会発
行の社会科副教材「あと3年」を基にし
たクイズの作成・配付。

計数機の操作体験及び選挙器材の展
示。

選挙に関するまちがいさがし、キャラクター
人気投票の実施。
場所：和泉遊水地

参加人数・備考

参加人数：
8人

実施校：
15校

参加人数：
39人

参加人数：
206人

実施校：
9校

実施校：
３校

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

12月～
令和６年
１月

２月

通年

出前授業「せん
きょフォーラム」
の実施

高校生向け啓発
リーフレット「高校
生のためのせんきょ
ブック」の発行

選挙器材の貸出し

明推協だよりの
発行

区内小学校の６年生を対象とした、選挙
に関する講義と模擬選挙による体験学習
を併せた出前授業の実施。

区内高校の２年生を対象とした、投票の
必要性等を学べる啓発リーフレットの作
成・配付。

区内小中学校等を対象とした、投票箱や
記載台等の選挙器材の貸出し。

推進委員及び推進員を対象とした、イベ
ントの案内やボランティアの募集等を掲載
した機関紙の発行。

参加人数・備考

実施校：
６校

実施校：
４校

実施校：
８校

発行月：
６月、10月、
令和6年
３月

▲

 「泉区明るい選挙推進研修」での講義

▲ 「泉区民ふれあいまつり」での投票体験

▲ 出前授業「せんきょフォーラム」での講義
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令和５年度の事業

瀬 谷 区

　瀬谷区明るい選挙推進協議会では、若年層啓発に力

を入れて取り組んでいます。令和５年度は、「こども映

画会」や「せんきょフォーラム」、「瀬谷フェスティバル」

でのブース出展を通じて、選挙啓発に取り組みました。

　「こども映画会」では、児童及び同伴の大人を対象に

選挙器材を使用した模擬投票や選挙啓発ＤＶＤ及び映

画の上映を行いました。

　「せんきょフォーラム」では、小学６年生を対象に、

出前授業と模擬選挙を実施し、児童の皆さんに候補者

役から投開票作業まで体験してもらいました。

　「瀬谷フェスティバル」では、選挙クイズと輪投げの

ブースを出展し、参加者には景品として選挙啓発物品

を配布しました。

●常時啓発事業
開 催 月

開 催 月

事 業 名

事 業 名

事 業 内 容

事 業 内 容

令和５年
５月

８月

10月

12月

通年

通年

瀬谷区明るい選
挙推進協議会定
例会議

瀬谷区明るい選
挙推進大会・研
修会

瀬谷フェスティバル

こども映画会

地区代表者会議

イコット通信

せんきょフォーラム

区内各学校への
選挙器材等の貸
出し

啓発物品の製作

前年度の事業実績、決算報告及び当該
年度の事業計画案、予算の審議。
会場：瀬谷区役所

推進員の政治や選挙に対する関心・意
識を一層高めるため、主権者教育アドバ
イザーによる講演を実施。
講師：主権者教育アドバイザー
　　　林　大介　氏
会場：瀬谷公会堂

選挙クイズと輪投げを実施。来場者に選
挙啓発物品を配布。
会場：旧上瀬谷通信施設のはらっぱ

児童及び同伴の大人を対象に、模擬投
票の実施や選挙ＤＶＤ及び映画の上映。
会場：瀬谷公会堂

啓発事業への応援依頼や活動の実施経
過の報告。年3回（５・９・１月）実施。
会場：瀬谷区役所

推進委員・推進員に向けた活動紹介・
報告。年３回（６・11・３月）発行。

小学６年生を対象に選挙に関する講義と
模擬選挙による体験学習の実施。
実施校：三ツ境小学校（９月）
南瀬谷小学校（令和6年１月）

児童の選挙への関心を深めるため、生徒
会選挙用、授業教材として実際の選挙
に使用する投票器材や選挙運動用具の
貸出し。

ハンディライト及びミニタオルを製作。こど
も映画会、せんきょフォーラム、瀬谷フェ
スティバルで配布。

参加人数・備考

参加人数・備考

参加人数：
26 名

参加人数
71 名

参加人数：
300 名

参加人数：
165 名

参加人数：
33 名

参加人数：
201 名

（ 三ツ境 小
学校95名、
南瀬谷小学
校 106 名）

延べ９校
に貸出し

横浜市 令和５年度の取り組み①

●横浜市明るい選挙推進協議会
内　　　　　　　　　容 備　　　　　考事　業　名

　市・区明るい選挙推進大会の開催を通じて、市・区明推協の推進委員・推進員（以
下推進委員等）の意識高揚を図りました。
　１　市・区明るい選挙推進大会
　　　開催日　：令和５年11月７日（火）　
　　　会場　　：新都市ホール
　　　記念講演：「脳を知り、脳を育み、脳を鍛える」
　　　講師　　：川島　隆太氏
　　　　　　　 （東北大学加齢医学研究所　教授）

決議文採択・活動報告研修等事業

　将来の有権者の意識啓発を図るため、各区が実施する出前授業の支援を行いました。
　また、横浜市若者選挙啓発団体｢イコットプロジェクト｣及び「イコットJr.プロジェクト」の
啓発活動を積極的に支援しました。

１ イコットプロジェクト及びイコッ
　 トJr.プロジェクト啓発活動支援
２ 市選管との連携による啓発事業

１（公財）明るい選挙推進協会連
　携事業、各種フォーラム
２ 市・区明推協連携事業

将来の有権者及び
若年層向け啓発事業

（公財）明るい選挙推進協会が主催する研修会や各種フォーラムに参加し、他都市
の先進事例等の情報を収集するとともに、連携を深めました。

（公財）明るい選挙推進
協会連携事業及び市・区
明推協連携事業

　推進委員等を対象に、明るい選挙推進運動に携わる際の、地域での啓発などを目的に、
活動に際し必要な事項を分かりやすくまとめた手引書を発行し、各区へ配布しました。 発行数　２，７００冊明るい選挙推進のため

のハンドブックの発行

　市及び区の令和４年度に実施した各種啓発事業紹介や令和５年地方統一選の実績、
推進員の心得等を掲載した機関誌を作成し、推進大会等で関係者に配布しました。

発行数　１，９００部白バラよこはま
（No.53）発行

▲

 推進大会・研修会

▲ 模擬選挙（せんきょフォーラム）

▲ 模擬投票
　（こども映画会）
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横浜市 令和５年度の取り組み①

●横浜市明るい選挙推進協議会
内　　　　　　　　　容 備　　　　　考事　業　名

　市・区明るい選挙推進大会の開催を通じて、市・区明推協の推進委員・推進員（以
下推進委員等）の意識高揚を図りました。
　１　市・区明るい選挙推進大会
　　　開催日　：令和５年11月７日（火）　
　　　会場　　：新都市ホール
　　　記念講演：「脳を知り、脳を育み、脳を鍛える」
　　　講師　　：川島　隆太氏
　　　　　　　 （東北大学加齢医学研究所　教授）

決議文採択・活動報告研修等事業

　将来の有権者の意識啓発を図るため、各区が実施する出前授業の支援を行いました。
　また、横浜市若者選挙啓発団体｢イコットプロジェクト｣及び「イコットJr.プロジェクト」の
啓発活動を積極的に支援しました。

１ イコットプロジェクト及びイコッ
　 トJr.プロジェクト啓発活動支援
２ 市選管との連携による啓発事業

１（公財）明るい選挙推進協会連
　携事業、各種フォーラム
２ 市・区明推協連携事業

将来の有権者及び
若年層向け啓発事業

（公財）明るい選挙推進協会が主催する研修会や各種フォーラムに参加し、他都市
の先進事例等の情報を収集するとともに、連携を深めました。

（公財）明るい選挙推進
協会連携事業及び市・区
明推協連携事業

　推進委員等を対象に、明るい選挙推進運動に携わる際の、地域での啓発などを目的に、
活動に際し必要な事項を分かりやすくまとめた手引書を発行し、各区へ配布しました。 発行数　２，７００冊明るい選挙推進のため

のハンドブックの発行

　市及び区の令和４年度に実施した各種啓発事業紹介や令和５年地方統一選の実績、
推進員の心得等を掲載した機関誌を作成し、推進大会等で関係者に配布しました。

発行数　１，９００部白バラよこはま
（No.53）発行

▲ 令和５年度　明るい選挙推進大会 ▲ 推進大会でのパネル展示

▲ 白バラよこはま NO.53 ▲ 明るい選挙推進のための
　 ハンドブック

▲  イコットプロジェクト及びイコット Jr.プロジェクトの
　 啓発活動支援の一環として作成した啓発物品
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横浜市 令和５年度の取り組み②

●横浜市選挙管理委員会　常時啓発
内　　　　　　　　　容 備　　　　　考事　業　名

　若者の間で普及しているＳＮＳを活用し、タイムリーで効果的な情報発信を行いまし
た。定期発信のほか、区・市選管での啓発時等随時発信しました。 SＮS：随時発信若年層啓発事業

　二十歳の市民にとって必要な選挙の知識、選挙のルールを掲載した冊子「はたち
の投票Book」を作成し、市内の二十歳の有権者全員に郵送しました。多くの人に読
んでもらえるよう、冊子のデザインを一新しました。

郵送対象：約34,400 人

あと３年
配送：令和５年８月
対象：市内中学３年生
　　　約31,000人 

実施：通年
会場：各区学校等

選挙啓発冊子
「はたちの投票Book」

将来の有権者への啓発事業

　二十歳の市民を祝うつどい会場内外での映像放映や場内放送、当日配布冊子で、
二十歳の市民に選挙の重要性や投票参加を呼びかけました。

日程：令和６年１月８日（月・祝）
会場：横浜アリーナ
来場者：約21,800人 

二十歳の市民を祝うつどい

　教育委員会と連携し、市内中学校の３年生全員に、選挙や政治の大切さをわかり
やすく説明した社会科副教材「あと３年」を配布し、学校教育の中で将来の有権者
となる中学生に啓発を行いました。
　また、市立横浜サイエンスフロンティア高校で選挙に関する出前授業を実施した
ほか、私立横浜清風高校では、東京地方税理士会及び若者選挙啓発団体イコットプ
ロジェクトと連携して、出前授業と模擬選挙を実施しました。

　市ホームページ等を活用し、選挙制度の周知を進める等、積極的な広報を実施し
ました。 実施：通年選挙制度等の広報

　将来の有権者向けに、学校と区・市選管、区明推協が協働し、受講者参加型の出
前授業を実施しました。

せんきょフォーラム

　若年層の投票率向上のため、住民票異動に関する周知チラシ及びイコットプロジェ
クトのメンバー募集チラシを作製し、市内協力大学の新入生を対象に配布しました。 市内協力大学：７大学

　「おとなもこどもも投票にイコット！」をタイトルとして、市と区が連携して集中
的な啓発を実施することで、幅広い世代の有権者に投票参加を呼びかけました。令和
５年度は新たな取り組みとして、作製した啓発物品（ウェットティッシュ）を各区こ
ども家庭支援課に配架し、区役所デジタルサイネージにキャンペーンバナーの掲出を
行いました。

１  各区イベント等で活　  
　  用する啓発物品の作製
２  市営地下鉄（５駅）へ
　  の駅貼りポスター掲出
３  デジタルサイネージ
　（みなとみらい駅・市庁
　  舎・区役所)掲出

投票にイコット！
キャンペーン

啓発チラシの製作

　明るい選挙推進大会開催の後援及び区明るい選挙推進研修会等の開催を支援しました。明推協関連

　市及び各区の明るい選挙推進協議会が地域の特性に合わせて実施する行事、イベ
ント等の活動に対して補助を行うとともに、イコットプロジェクト・イコットJr.プ
ロジェクトの啓発事業に対しても、引き続き支援しました。

明推協自主事業及び組織
強化のための補助

選
挙
管
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委
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事
業
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業
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▲ 二十歳の市民を祝うつどいでの場内放映 ▲ 啓発冊子「はたちの投票 Book」

◀
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▲ 市立横浜サイエンスフロンティア高校での出前授業の様子 ▲ 私立清風高校での出前授業の様子

第２０回投票参加状況調査結果（抜粋）
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横浜市 令和５年度の取り組み②

●横浜市選挙管理委員会　常時啓発
内　　　　　　　　　容 備　　　　　考事　業　名

　若者の間で普及しているＳＮＳを活用し、タイムリーで効果的な情報発信を行いまし
た。定期発信のほか、区・市選管での啓発時等随時発信しました。 SＮS：随時発信若年層啓発事業

　二十歳の市民にとって必要な選挙の知識、選挙のルールを掲載した冊子「はたち
の投票Book」を作成し、市内の二十歳の有権者全員に郵送しました。多くの人に読
んでもらえるよう、冊子のデザインを一新しました。

郵送対象：約34,400 人

あと３年
配送：令和５年８月
対象：市内中学３年生
　　　約31,000人 

実施：通年
会場：各区学校等

選挙啓発冊子
「はたちの投票Book」

将来の有権者への啓発事業

　二十歳の市民を祝うつどい会場内外での映像放映や場内放送、当日配布冊子で、
二十歳の市民に選挙の重要性や投票参加を呼びかけました。

日程：令和６年１月８日（月・祝）
会場：横浜アリーナ
来場者：約21,800人 

二十歳の市民を祝うつどい

　教育委員会と連携し、市内中学校の３年生全員に、選挙や政治の大切さをわかり
やすく説明した社会科副教材「あと３年」を配布し、学校教育の中で将来の有権者
となる中学生に啓発を行いました。
　また、市立横浜サイエンスフロンティア高校で選挙に関する出前授業を実施した
ほか、私立横浜清風高校では、東京地方税理士会及び若者選挙啓発団体イコットプ
ロジェクトと連携して、出前授業と模擬選挙を実施しました。

　市ホームページ等を活用し、選挙制度の周知を進める等、積極的な広報を実施し
ました。 実施：通年選挙制度等の広報

　将来の有権者向けに、学校と区・市選管、区明推協が協働し、受講者参加型の出
前授業を実施しました。

せんきょフォーラム

　若年層の投票率向上のため、住民票異動に関する周知チラシ及びイコットプロジェ
クトのメンバー募集チラシを作製し、市内協力大学の新入生を対象に配布しました。 市内協力大学：７大学

　「おとなもこどもも投票にイコット！」をタイトルとして、市と区が連携して集中
的な啓発を実施することで、幅広い世代の有権者に投票参加を呼びかけました。令和
５年度は新たな取り組みとして、作製した啓発物品（ウェットティッシュ）を各区こ
ども家庭支援課に配架し、区役所デジタルサイネージにキャンペーンバナーの掲出を
行いました。

１  各区イベント等で活　  
　  用する啓発物品の作製
２  市営地下鉄（５駅）へ
　  の駅貼りポスター掲出
３  デジタルサイネージ
　（みなとみらい駅・市庁
　  舎・区役所)掲出

投票にイコット！
キャンペーン

啓発チラシの製作

　明るい選挙推進大会開催の後援及び区明るい選挙推進研修会等の開催を支援しました。明推協関連

　市及び各区の明るい選挙推進協議会が地域の特性に合わせて実施する行事、イベ
ント等の活動に対して補助を行うとともに、イコットプロジェクト・イコットJr.プ
ロジェクトの啓発事業に対しても、引き続き支援しました。

明推協自主事業及び組織
強化のための補助
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第２０回投票参加状況調査結果（抜粋）

　横浜市選挙管理委員会では、令和５年４月９日に執行された統一地方選挙における「投票参加状況」や「政治
意識」について調査を実施しました。その結果の一部をご紹介します。なお、調査結果については、本市選挙管
理委員会ホームページに掲載しています。
　１　調査方法及び抽出方法：郵送・インターネット回答方式併用、選挙人名簿から無作為抽出
　２　回収結果：２，３０４（有効回収率 35.4%）
　３　調査時期：令和５年５月 24 日〜６月 21 日

●横浜市・区選挙管理委員会が行った投票参加の呼びかけの中で、印象が強かったもの
　「自治会・町内会の掲示板ポスター」が 23.5％で最多（※「印象が強かったものはない」を除く）
　次いで、「投票のご案内」（23.2％）、「横断幕・懸垂幕・看板・フラッグ」（12.8％）、「駅や鉄道車内
のポスター、デジタル動画」（11.0％）などの順となっています。
　令和３年調査（第 19 回　市長選挙後）と比較すると、上位５項目のうち、「横断幕・懸垂幕・看板・
フラッグ」、「『広報よこはま（３月号）』」のみ減少しています。

市内有権者　６，５００人に政治や選挙に関する意識調査を実施

調査結果の主なポイント
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　「イコットプロジェクト」は、若年層の投票率向上
に向けた各種企画の検討及び実施等に自主的に取り組
んでいる若者啓発団体です。令和６年８月時点で 22
名の大学生・社会人が在籍しており、横浜市選挙管理
委員会及び横浜市明るい選挙推進協議会が支援してい
ます。
　令和５年度は、区内高校・大学文化祭・区民まつり
への応援のほか、港湾局所有の港務艇で横浜らしさを
前面に出したショート動画を撮影し、YouTube に掲
載しました。

　令和５年度からイコットプロジェクトで活動をしている大学４年生の T さんにインタビューを行いました。

　若年層の投票率の向上や投票制度の理解を促進する
ため、令和４年度、高校生の視点から選挙啓発の取組
を検討する「イコット Jr. プロジェクト」を立ち上げ
ました。令和６年８月時点で４名の高校生が参加して
います。
　令和５年度は、横浜市庁舎アトリウムイベント「わ
くわく！こども夏まつり」において、来場者へ投票参
加と政治関心度についてのアンケートを実施したほ
か、キャリア教育プログラム参加者と意見交換を行い、
様々な世代の選挙に対する考えに触れました。

横浜市若者選挙啓発団体
「イコットプロジェクト」「イコットJr.プロジェクト」活動紹介

イコットプロジェクト

イコットJr.プロジェクト

イコットプロジェクトメンバー インタビュー

イコットプロジェクトメンバー　インタビュー

横浜市若者選挙啓発団体
「イコットプロジェクト」について

横浜市若者選挙啓発団体
「イコットプロジェクト」「イコットJr.プロジェクト」活動紹介

イコットプロジェクト

イコットJr.プロジェクト

イコットプロジェクトメンバー インタビュー

イコットプロジェクトメンバー　インタビュー

横浜市若者選挙啓発団体
「イコットプロジェクト」について

▶ 定例会の様子
発案から実施まで、メンバー同士で盛
んに意見を出し合い活動をしています。

横浜市若者選挙啓発団体
「イコットプロジェクト」「イコットJr.プロジェクト」活動紹介

イコットプロジェクト

イコットJr.プロジェクト

イコットプロジェクトメンバー インタビュー

イコットプロジェクトメンバー　インタビュー

横浜市若者選挙啓発団体
「イコットプロジェクト」について

青葉区明るい選挙推進協議会　企画運営チーム
インタビュー

イコットプロジェクトメンバー インタビュー

明推協活動の魅力について青葉区明るい選挙推進協議会
企画・運営チームにインタビューしました

横浜市若者選挙啓発団体
「イコットプロジェクト」「イコットJr.プロジェクト」活動紹介

イコットプロジェクト

イコットJr.プロジェクト

イコットプロジェクトメンバー インタビュー

イコットプロジェクトメンバー　インタビュー

横浜市若者選挙啓発団体
「イコットプロジェクト」について

  若年層に効果的だと思う啓発活動はありますか。
　動画サービス（YouTube や TikTok など）や SNS 

（X や Instagram）の活用が効果的だと考えています。
　令和６年度の東京都知事選でも SNS 等を利用した
選挙運動は盛んに行われ、選挙とインターネットの結
びつきは無視できないものとなっています。
　動画サービスや SNS は、投稿時間や文章量の制約
があります。限られた時間・文章量の中で、正確な情
報をいかに簡潔に発信できるかを注意しながら、啓発
活動を行う必要があると考えます。
  今後の展望を教えてください。
　メンバーの増員とともにメンバーの特技を活かせる
ような団体を目指しています。
　私は動画編集経験があったため、前述の啓発動画撮
影時には動画編集を主導しました。メンバーが増え、
各々の特技や強みを発揮することができれば、よりユ
ニークで幅広い啓発活動ができる団体になれると考え
ています。

  加入のきっかけを教えてください。
　昨年度の横浜市選挙管理委員会事務局のインターン
シップで、イコットプロジェクトのメンバーと意見交
換をしたことがきっかけです。活動内容が自身の関心
と合致し、大学での学びも活かすことができそうだっ
たため、加入しました。
  印象深い活動はありますか。
　横浜市港湾局の協力のもと、港務艇で啓発動画を撮
影した活動です。発案・港湾局との打ち合わせ・撮影
した動画の編集作業まで一貫して関わったため、思い
入れが強く、印象に残っています。
  活動のやりがいや原動力はどういったものですか
　市民の方やイコットプロジェクトメンバーの笑顔を
生み出せた経験が原動力です。
　昨年、青葉区明るい選挙推進協議会さんと合同で青
葉区区民まつりに出展した際には、模擬投票体験や着
ぐるみを着用し、来場者の方と交流を行いました。多
くのお子さんや親御さんの笑顔を見ることができたの
と同時に、未来の有権者に啓発を行えたことに大きな
やりがいを感じました。

◀
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〇青葉区明るい選挙推進協議会　企画・運営チーム
　青葉区明推協の推進委員・推進員８名（令和６年８月時点）で構成されているチームです。
　年に２回ほど、明推協の活動報告、区民まつりの企画や配布する啓発物品検討を議題として会議をしています。

青葉区では、「企画・運営チーム」を結成し、熱心
に啓発活動に取り組んでいるとお聞きしましたが、
推進員としての活動の原動力を教えてください。

＜ F さん＞
　明推協がより主体的に啓発活動を行うことができる
体制になれば区の負担軽減になるかと考え結成しまし
た。また、若年層の投票率向上のためには若い視点を
取り入れた啓発活動が必要です。現在、残念ながら学
生の推進員はいませんが、今後は学生さんにポスター
の作成や若い人向けの啓発のあり方や物品の検討をし
てもらい、ともに推進員として活動できたらと考えて
います。
＜ U さん＞
　推進員が活動している中で、選挙に対するイメージ
は堅苦しく、区民まつりや文化祭で選挙のブースを設
け呼びかけても中々お客さんはのってくれないのが現
状です。その現状をどうにかしたい、堅苦しくならな
い形を目指したいと思い活動をしています。

推進員の活動においてどういったときに楽しさを
感じますか

＜ T さん＞
　せんきょフォーラムへの参加や作文コンクールの審
査等、こどもたちに接することが多いのですが、こど
もの純粋な姿や意見に触れることができるのは大きな
やりがいですし、癒しでもあります。
＜ M さん＞
　一緒に活動している推進員の方々と話し合ったり、
区民まつりで作業したりする時間が本当に楽しいし、
自らの勉強にもなります。推進員の活動はあくまでも
ボランティアなので、楽しいからこそ続けられていま
す。

地域において独自に行っている啓発活動はありま
すか

＜ S さん・Y さん＞
　明推協のことをみなさんに知ってもらうために、選
挙管理委員会で作成していただいた啓発物品で余って
いるものがないか確認をし、老人会や自治会で配布し
ています。
　無駄がなくエコですし、トートバック等は結構人気
なんですよ。

今後の啓発活動の展望はどのようなものですか

＜ F さん＞
　「選挙は過去のことより未来を考えること」
　その点を若い人たちに浸透させる必要があると思い
ます。
　自分たちの将来は選挙により決まることを分かって
もらえるような啓発が重要なのではないでしょうか。

　７月 29 日（月）に行われた青葉区企画運営チーム会議にて、推進員の活動のやりがいや啓発に対する思いをイ
ンタビューさせていただきました。

▶  青葉区企画運営チーム会議の様子
和気あいあいとした雰囲気のなか、活発に意見交換が行われました。

▶  当日の会議には地元の高校生２名も参加し、会議前にイコットJr.の着ぐる
みの着心地を体験しました。

横浜市若者選挙啓発団体
「イコットプロジェクト」「イコットJr.プロジェクト」活動紹介

イコットプロジェクト

イコットJr.プロジェクト

イコットプロジェクトメンバー インタビュー

イコットプロジェクトメンバー　インタビュー

横浜市若者選挙啓発団体
「イコットプロジェクト」について

青葉区明るい選挙推進協議会　企画運営チーム
インタビュー

イコットプロジェクトメンバー インタビュー

明推協活動の魅力について青葉区明るい選挙推進協議会
企画・運営チームにインタビューしました

横浜市若者選挙啓発団体
「イコットプロジェクト」「イコットJr.プロジェクト」活動紹介

イコットプロジェクト

イコットJr.プロジェクト

イコットプロジェクトメンバー インタビュー

イコットプロジェクトメンバー　インタビュー

横浜市若者選挙啓発団体
「イコットプロジェクト」について
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明るい選挙推進協議会推進委員・推進員の心得

明るい選挙推進協議会に期待される役割

～活動をしていく上での諸注意・お願い～
　明るい選挙推進運動の目的は、選挙が公正に行われ、選挙を私たち国民の意思が正しく政治に反映さ
せるものにし、民主主義の健全な発展を達成することです。
　ここでは、明るい選挙推進運動を担う推進委員、推進員の皆様が活動をしていくうえで注意すべき事
例について紹介します。
　明るい選挙推進運動は、選挙を浄化するために始まった一つの政治教育運動です。
　したがって、特定の政党、政策、候補者を支持したり、逆にそれらに反対したりする政治活動や選挙
運動とは、はっきり区別されなければなりません。
　次のような例はよく聞かれる質問です。

　明るい選挙推進協議会は、
　　①選挙違反のないきれいな選挙を行うこと
　　②有権者がこぞって投票に参加すること
　　③有権者が普段から政治・選挙への関心を持ち、政党や候補者を見る目を養うこと
　という３つの明るい選挙推進運動の目標を達成するため、これまで様々な活動を行ってきました。
　それらの活動に加え、今後、時代に即した新しい役割として、
　　①選挙事務への積極的な従事
　　②地域における投票制度の積極的な広報を担っていくことが期待されます。

Ａ：好ましくありません。明るい選挙推進運動は公平な第三者の立場で行う運動です。特定の候補者の
ための選挙運動をしながら、その選挙時の啓発活動に参加することは差し控えましょう。

Ａ：明るい選挙推進員としての活動は、公正かつ不偏不党でなければなりません。どんなに高潔な方で
あっても特定の候補者の推薦人になることは避けましょう。

Ｑ：特定の候補者の選挙運動員をしながら、その選挙の街頭啓発「ザ・イコット」に参加してもよい
ですか。

Ｑ：某候補者は、明るい選挙推進運動の趣旨を理解し、これに沿った選挙運動をしている人格者。明るい選
挙推進員を続けながら、このような候補者がいることをこの候補者の推薦人になって知らせたいのですが。

　次の活動についても、積極的に実施していただくようお願いします。
○期日前投票所や当日投票所の投票立会人等への従事
○自治会・町内会における投票制度に関する広報、アドバイス
　これらの活動には、「明るい選挙推進のためのハンドブック」を御活用ください。

目　次

明推協に期待される役割、推進委員・推進員の心得 ・・・・・   

各区令和５年度の事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　   　 ～
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つぎの 4 つのグラフは、各選挙における横浜市の投票率のグラフです。
全国的に低下傾向にある投票率は、横浜市も例外ではありません。
今後も有権者の積極的な投票参加を推進していきましょう。

統一地方選挙

市 長 選 挙

注）第一回統一地方選挙
昭和22年４月５日 市長・県知事選挙
    ４月30日 市議会・県議会選挙

第二回統一地方選挙
昭和26年４月23日 市議会・市長選挙

４月30日 県議会・県知事選挙

各選挙における投票率の推移各選挙における投票率の推移

（数値は市議会選挙のもの）

（昭和50年まで統一地方選挙）

（平成8年以降の数値は小選挙区のもの）

（数値は地方区・選挙区のもの）

衆 議 院 選 挙

参 議 院 選 挙
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一部選挙の投票率について
　web上でもご覧いただけます。
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